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ICT Value Chain

新たな研究開発用テストベッド(JGNⅡ)
～研究開発と利用について～

平成16年6月28日
独立行政法人 情報通信研究機構

拠点研究推進部門テストベッド推進室長 河野 隆宏



17

ICT Value Chain

金沢
仙台

札幌

長野

高知

名古屋

福岡

沖縄

岡山

<１G>
・テレポート岡山 （岡山市）
・広島大学 (広島県東広島市)
<１００M>
・鳥取環境大学 (鳥取市)
・テクノアークしまね （松江市）
・ニューメディアプラザ山口

（山口市）

<１０G>
・京都大学 (京都市)
・大阪大学 (大阪府茨木市)
<１G>
・NICT関西先端研究センター (神戸市)
<１００M>
・びわ湖情報ハイウェイAP * （大津市）
・奈良県工業技術センター （奈良市）
・和歌山大学 (和歌山市)
・兵庫県西播磨総合庁舎 （兵庫県上郡町）

<１０G> 
・九州大学 (福岡市)
<１００M>
・NetComさが （佐賀市）
・長崎大学 (長崎市)
・熊本県庁 (熊本市)
・豊の国ハイパー
ネットワークAP * （大分市）
・宮崎大学 (宮崎市)
・鹿児島大学 (鹿児島市)

<１００M>
・香川県新規産業創出支援センター
（高松市）
・徳島大学 (徳島市)
・愛媛大学 (松山市)
・高知工科大学 (高知県土佐山田町)

<１００M>
・名古屋大学 (名古屋市)
・静岡県立大学 (静岡市)
・ソフトピアジャパン （岐阜県大垣市）
・三重県立看護大学 (津市)

<１０G>
・石川ハイテク交流センター （石川県辰口町）
<１００M>
・(株)富山県総合情報センター （富山市）
・福井県情報スーパーハイウェイAP * （福井市）

<１００M>
・新潟大学 (新潟市)
・まつもと情報創造館

（長野県松本市）

<１０G>
・東京大学 (文京区)
・NICT鹿島宇宙通信研究センター

(茨城県鹿嶋市)
<1G>
・(株)横須賀テレコムリサーチパーク

（神奈川県横須賀市）
<100M>
・宇都宮大学 (宇都宮市)
・群馬産業技術センター （前橋市）
・麗澤大学 (千葉県柏市)
・NICT本庄情報通信研究開発支援センター

（埼玉県本庄市）
・山梨県開放型研究開発センター

（山梨県玉穂町）

<１G>
・東北大学 (仙台市)
・NICT岩手IT研究開発支援センター

（岩手県滝沢村）
<１００M>
・八戸工業大学 (青森県八戸市)
・秋田地域IX * （秋田市）
・慶応義塾大学鶴岡キャンパス

(山形県鶴岡市)
・会津大学 (福島県会津若松市)

<１００M>
・北海道地域ネットワーク協議会AP*

（札幌市）

NICT
つくばRC

20Gbps
10Gbps
1Gbps
光テストベッド

コアネットワーク拠点

全国都道府県のアクセスポイント

大阪

大手町

USA

NICTけいはんな
情報通信融合研究

センター

NICT北九州
IT研究開発支援
センター

NICT
小金井本部

*IX:Internet eXchange

AP:Access Point

JGNⅡネットワーク概要
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【岡山県】
岡山JGNⅡリサーチセンター
小林サブリーダー(倉敷芸科大)
・次世代インターネット相互接続性検証
の研究開発

【岡山県】
岡山JGNⅡリサーチセンター
小林サブリーダー(倉敷芸科大)
・次世代インターネット相互接続性検証
の研究開発

【福岡県】
北九州JGNⅡリサーチセンター
尾家リーダー(九工大)
・ネットワーク計測に基づく適応経路制御
技術の研究開発
・品質を考慮したシームレスな資源利用・
割当て制御技術の研究開発
・多様性・可変性に適応するE2E通信
制御技術の研究開発

【福岡県】
北九州JGNⅡリサーチセンター
尾家リーダー(九工大)
・ネットワーク計測に基づく適応経路制御
技術の研究開発
・品質を考慮したシームレスな資源利用・
割当て制御技術の研究開発
・多様性・可変性に適応するE2E通信
制御技術の研究開発

【茨城県】
つくばJGNⅡリサーチセンター
古賀サブリーダー
・高度HCI技術を活用した適応型
サービス制御の研究開発
・GMPLSネットワーク運用・管理
技術の研究開発

【茨城県】
つくばJGNⅡリサーチセンター
古賀サブリーダー
・高度HCI技術を活用した適応型
サービス制御の研究開発
・GMPLSネットワーク運用・管理
技術の研究開発

■JGNⅡリサーチセンター(全国に7箇所）

【大阪府】
大阪JGNⅡリサーチセンター
下條サブリーダー(阪大)
・拠点連携のためのセキュアな資源共
有技術の研究開発
・広域ネットワークにおける大規模データ
処理連携技術の研究開発

【大阪府】
大阪JGNⅡリサーチセンター
下條サブリーダー(阪大)
・拠点連携のためのセキュアな資源共
有技術の研究開発
・広域ネットワークにおける大規模データ
処理連携技術の研究開発

【東京都】
大手町JGNⅡリサーチセンター
江崎サブリーダー(東大)
・ネットワーク構築運用支援ツール群
の研究開発
・広域高信頼ネットワーク接続性提供
技術の研究開発
・IPv6機器検証評価手法とツールの
研究開発

【東京都】
大手町JGNⅡリサーチセンター
江崎サブリーダー(東大)
・ネットワーク構築運用支援ツール群
の研究開発
・広域高信頼ネットワーク接続性提供
技術の研究開発
・IPv6機器検証評価手法とツールの
研究開発

【宮城県】
東北JGNⅡリサーチセンター
曽根サブリーダー(東北大学)
・アプリケーション指向型運用管理
プラットフォーム技術の研究開発

【宮城県】
東北JGNⅡリサーチセンター
曽根サブリーダー(東北大学)
・アプリケーション指向型運用管理
プラットフォーム技術の研究開発

【高知県】
高知JGNⅡリサーチセンター
福本サブリーダー(高知工大)
・サラウンディング・コンピューティング
技術の研究開発

【高知県】
高知JGNⅡリサーチセンター
福本サブリーダー(高知工大)
・サラウンディング・コンピューティング
技術の研究開発

■NICT情報通信部門（小金井、けいはんな）

【東京都】
NICT小金井本部

・先端基礎・基盤技術研究

【東京都】
NICT小金井本部

・先端基礎・基盤技術研究

【京都府】
けいはんな情報通信融合研究センター

・先端基礎・基盤技術研究

【京都府】
けいはんな情報通信融合研究センター

・先端基礎・基盤技術研究

NICTにおけるJGNⅡの研究開発拠点NICTにおけるJGNⅡの研究開発拠点
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専攻研究員

（北九州
JGNⅡRC）

特別研究員

テーマⅠ

テーマⅡ

福本昌弘

副総括責任者

（ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ）

専攻研究員

特別研究員

（高知JGNⅡRC）（岡山JGNⅡRC）

小林和真

副総括責任者

（ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ）

専攻研究員

特別研究員

テーマⅠ

テーマⅡ

（大阪JGNⅡRC）

専攻研究員

テーマⅢ

テーマⅡ

尾家祐二
総括責任者（リーダー）

下條真司

副総括責任者

（ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ）

特別研究員

尾家祐二

副総括責任者

（ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ）

専攻研究員

特別研究員

（大手町
JGNⅡRC）

テーマⅡ

テーマⅠ

江崎 浩

副総括責任者

（ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ）

外部研究機関との共同研究

（つくば
JGNⅡRC）

古賀達蔵

副総括責任者

（ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ）

専攻研究員

特別研究員

テーマⅢ

テーマⅣ

曽根秀昭

副総括責任者

（ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ）

（東北JGNⅡRC）

専攻研究員

特別研究員

テーマⅣ

テーマⅠ

テーマⅣ

テーマⅠ

ＪＧＮⅡ研究開発プロジェクトの推進体制
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研究開発テーマについて

次世代高機能ネットワーク基盤技術・利活用技術に関する研究開発次世代高機能ネットワーク基盤技術・利活用技術に関する研究開発

高信頼コアネットワーク技術に関する研究開発高信頼コアネットワーク技術に関する研究開発I

アクセス系ネットワーク技術に関する研究開発アクセス系ネットワーク技術に関する研究開発II

• ネットワーク構築運用支援ツール群の研究開発
• 広域高信頼ネットワーク接続性提供技術の研究開発
• IPv6機器検証評価手法とツールの研究開発
•次世代インターネット相互接続性検証の研究開発
•GMPLSネットワーク運用・管理技術の研究開発

江﨑副総括責任者
（サブリーダー）

江﨑副総括責任者
（サブリーダー）

尾家総括責任者
（リーダー）

尾家総括責任者
（リーダー）• ネットワーク計測に基づく適応経路制御技術の研究開発

• 品質を考慮したシームレスな資源利用・割当て制御技術の研究開発

拠点連携型資源共有技術に関する研究開発拠点連携型資源共有技術に関する研究開発III

• 拠点連携のためのセキュアな資源共有技術の研究開発
• 広域ネットワークにおける大規模データ処理連携技術の研究開発

下條副総括責任者
（サブリーダー）

下條副総括責任者
（サブリーダー）

プラットフォーム・アプリケーション技術に関する研究開発プラットフォーム・アプリケーション技術に関する研究開発IV 曽根副総括責任者
（サブリーダー）

曽根副総括責任者
（サブリーダー）

• アプリケーション指向型運用管理プラットフォーム技術の研究開発
•サラウンディング・コンピューティング技術の研究開発
•高度HCI技術を活用した適応型サービス制御の研究開発
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ＪＧＮⅡの研究体制の概略

プロジェクトリーダー

R&D-NOC
オペレーター：受託事業者、研究者(運用系)、情報通信研究機構

コアネットワーク系NW研究
光コアNW(GMPLS)運用管理技術
基幹系NW計測制御技術
相互接続性検証技術 など

アクセス系NW研究
アクセス系NW運用管理技術
アクセス系NW計測制御技術
相互接続性検証技術 など

プラットフォーム・アプリ研究
ユーザアクセス管理・制御技術
適応型サービス自動生成技術 など

拠点連携型資源共有研究 Grid技術(資源探索・情報交換技術など) など

国際NW連携研究

先端基礎・基盤技術研究
フォトNW技術(基盤系)
GMPLS相互接続技術(基幹系NW技術)
セキュリティ技術 など

大学、
民間などの
各研究機関と
共同研究などを
通じて連携
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JGNⅡ利用方法

JGNⅡ利用者 NICT（情報通信研究機構）
JGNⅡセンター

研究計画書

内定のお知らせ

回線／設備の手配

回線接続工事

共同研究契約の締結

利用開始

JGNⅡの設定

工事完了の連絡

設定完了のお知らせ

既設回線を利
用して

新規研究を実
施する場合、
不要

回線／設備の手配

別の研究で共同研
究契約を既に締結
している機関につ
いては、
原則不要
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JGNⅡのAUP

基本的にはJGNのAUPを踏襲

以下の行為は禁止します。

①共同研究契約を締結しないで利用する行為

②利用者が行う研究と無関係に利用する行為

③直接に営利を目的として利用する行為

④利用者以外の者に利用させる行為

⑤ネットワークの運営を妨害する行為

⑥法令や公序良俗に反する行為

⑦その他、NICT（JGNⅡの管理者）が不適当と認める事項

○ 研究開発ネットワークの品質は保証しない

○ ネットワークの運営上必要な情報を収集する場合がある
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JGNⅡでの提供サービス(全拠点)

○ Ethernet接続(L2)サービス

(1) 拠点間接続サービス
２つの拠点間を、VLANによるL2接続で結ぶサービス

(2) 多地点接続サービス（2004年10月以降に提供予定）
複数の拠点間を同一VLANによるL2接続で結ぶサービス。

○ IP接続(L3)サービス

JGNⅡの利用者間、あるいはJGNⅡ利用者と他の研究用ネットワーク等との間を
IPレベル（IPv4/IPv6のデュアルスタックでのサービス）で接続を提供するサービス

－接続用ポート－
・10/100/1000Base-TX(RJ45)
・1000BASE-SX/LX等の光接続については実験毎に要相談
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JGNⅡでの提供サービス(特定拠点)

○ OXC接続サービス (東京大手町（2個所）、大阪堂島、けいはんな、福岡、金沢)
OXC設置拠点間を光波長レベルで接続するサービス
インタフェースとしては、1Gbpsと10Gbpsの2種類

○ 10G接続サービス
(東京大手町、大阪堂島、福岡、つくば、金沢、けいはんな、岡山、北九州 等 計16箇所)

特定の拠点間を10G-Etherで接続するサービス
当該サービスを提供していない拠点との間を接続することも可能(帯域等、利用の制限あり)

○ 光テストベッドサービス
(東京大手町～つくばRC、東京大手町～小金井本部、NICTけいはんなセンター～堂島)

特定の拠点間で光伝送等の実験を行うためのサービス
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光テストベッドの運用方針

（サービス提供の基本的な考え方について）
１．利用に際して①JGNⅡ研究計画書（研究の概略等を記載）、②光テストベッド利用申請書（具体的
な利用スケジュールを記載）を提出。
２．利用期間は原則申請順。重複した場合は日程調整。
３．光テストベッドの特性について、定期的に測定を行いJGNⅡホームページ上で公開。
４．利用者が機器を持ち込んで研究を実施。持ち込んだ機器は、指定された場所に設置。
５．①毎回の利用が終了した後、ファイバ・機器などの使用状況を記入した利用報告書、②研究終了時
に終了報告書を、それぞれNICTに提出。

(利用時の制約)
１．ラマンアンプ等高出力光増幅器に関する安全規定に関して、財団法人 光産業技術振興協会のレー
ザ機器取扱技術者試験合格者相当の知識を持ち、安全に実験を実施できること。

２．ファイバの損傷させないよう注意。利用者の取扱いの過誤により、ファイバ・機器等を損傷させた
場合は、速やかに利用者の負担で補修。

３．利用後の現状復帰
４．持ち込んだ機器の利用者自身が管理

(利用ガイドライン)
１．利用可能時間 平日９：００～１７：００（原則）
２．入館申請 ２営業日前までに、必要事項を記入の上、NOCに申請
３．機器の搬入・搬出 ２営業日前までに、必要事項を記入の上、NOCに連絡
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JGNⅡの推進体制

幹事会 （開催/年4回程度）
代表幹事 ： 青山友紀（東京大学）

幹事会 （開催/年4回程度）
代表幹事 ： 青山友紀（東京大学）

次世代高度ネットワーク推進会議 （開催/年1回程度）
会長 ： 宮原秀夫（大阪大学）

利用促進部会
（開催/年2～3回程度） 研究推進部会

（開催/年3回程度）

研究推進部会
（開催/年2～3回程度）

NICTの研究開発
推進体制

事務局 NICT

地域協議会 等

連携

連携

国際共同研究体制

連携

連携

JGNⅡ日米回線を用いた研究開発

JGNⅡリサーチセンター(全国7箇所）
NICT小金井本部
けいはんな情報通信融合研究センター

JGNⅡを利用した研究開発の推進方策の検討
利用促進方策の検討
基本運営方針の検討
国内外の産官学地域との連携の促進 他

JGNⅡの運営方針の検討
JGNⅡを利用した研究開発の具体的な推進方策の検討 他

JGNⅡの利活用促進と研究開発の活
性化に関する検討

産学官地域との連携に関する具体的
な促進方策の検討 他

NICTと他の研究機関等との連携方策

JGNⅡを用いた研究開発テーマの検
討 他

研究テーマ

１ 高信頼コアネットワーク技術

２ アクセス系ネットワーク技術

３ 拠点連携型資源共有技術

４ プラットフォーム・アプリケーション技術

５ 先端基礎・基盤技術研究

部会長 ： 尾家祐二（九州工業大学）部会長 ： 相原玲二（広島大学）

リーダー ： 池田 佳和（東京工業大学）
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